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１１
月
２１
日
（
木
）
午
後
２

時
か
ら
、
東
京
の
コ
ー
プ
ビ

ル
に
お
い
て
約
１
３
０
名
が

参
加
し
て
第
６４
回
全
国
漁
港

漁
場
大
会
決
議
の
要
請
行
動

の
打
ち
合
わ
せ
会
議
を
開

催
。会
議
は
、
（
公
社
）
全
国

漁
港
漁
場
協
会
田
中

潤
兒
会
長
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
平
澤
博
参
与
が
要

請
行
動
に
つ
い
て
説
明
し
た

後
直
ち
に
行
動
に
移
っ
た
。

要
請
行
動
は
、
各
省
庁
へ

の
要
請
を
行
う
「
合
同
要
請
」

（
今
年
度
の
幹
事
県
を
中
心

に
３
班
編

成
）
と
都

道
府
県
漁

港
漁
場
協

会
が
地
元

選
出
国
会

議
員
に
要

請
を
行
う

「
個
別
要

請
」
に
分

か
れ
て
出

発
（
合
同

要
請
参
加

県
は
合
同
要
請
終
了
後
に
地

元
議
員
に
要
請
）。

財
務
省
で
は
、
秋
田
県
漁

港
漁
場
協
会
の
加
藤
和
夫
副

会
長
（
八
峰
町
長
）
、
横
山

忠
長
副
会
長
（
に
か
ほ
市

長
）、
宮
崎
健
一
副
会
長
（
平

沢
地
区
漁
港
整
備
協
力
会

長
）
、
福
井
県
漁
港
漁
場
協

会
の
内
藤
俊
三
会
長
（
越
前

町
長
）、
高
�
治
副
会
長
（
福

井
県
漁
連
代
表
理
事
会
長
）

及
び
田
中
潤
兒
会
長
ら
１１
名

が
、
麻
生
太
郎
財
務
大
臣
、

高
村
泰
夫
主
計
官
（
農
林
水

産
係
担
当
）
に
提
言
書
を
手

渡
し
、
地
元
の
実
情
、
課
題

等
を
説
明
し
た
。

農
林
水
産
省
で
は
、
愛
媛

県
漁
港
漁
場
協
会
の
中
畑
保

一
会
長
（
愛
媛
県
議
会
議

員
）、
武
智
邦
典
副
会
長
（
伊

予
市
長
）
、
清
水
雅
文
副
会

長
（
愛
南
町
長
）
、
越
智
節

雄
常
務
理
事
（
愛
媛
県
農
林

水
産
部
漁
港
課
長
）、（
一
社
）

青
森
県
漁
港
漁
場
協
会
の
宝

多
森
夫
業
務
執
行
理
事
及
び

鹿
田
正
一
（
公
社
）
全
国
漁

港
漁
場
協
会
理
事
ら
１２
名

が
、
小
里
泰
弘
農
林
水
産
大

臣
政
務
官
、
宇
賀
神
義
宣
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長
等

に
現
場
の
実
情
等
を
説
明
し

て
提
言
の
実
現
を
訴
え
た
。

国
土
交
通
省
で
は
国
土
政

策
局
の
苧
谷
秀
信
官
房
審
議

官
、
吉
田
幸
三
離
島
振
興
課

長
に
島
根
県
漁
港
漁
場
協
会

の
松
田
和
久
副
会
長
（
隠
岐

の
島
町
長
）
、
升
谷
健
理
事

（
西
ノ
島
町
長
）
、
濱
田
利

長
理
事
（
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
総

代
）
、
青
山
幸
子
理
事
（
島

根
県
漁
業
協
同
組
合
女
性
部

連
合
会
会
長
）
及
び
（
一
社
）

福
岡
県
漁
港
漁
場
協
会
の
佐

藤
政
俊
副
会
長
（
福
岡
県
漁

連
会
長
）
ら
１３
名
が
、
提
言

書
を
手
渡
し
要
請
し
た
。

提
言
書
の
要
旨
は
次
の
通

り
。
【
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・
海

岸
整
備
の
促
進
に
関
す
る
提

言
】
一
、
国
土
強
靱
化
に
資
す
る

漁
港
・
漁
村
の
防
災
・
減
災

対
策
、
長
寿
命
化
対
策
の
推

進

一
、
安
全
・
安
心
で
新
鮮
な

水
産
物
の
安
定
供
給
と
輸
出

拡
大
に
資
す
る
漁
港
の
高
度

衛
生
管
理
対
策
の
推
進

一
、
水
産
資
源
の
回
復
、
増

大
と
豊
か
な
生
態
系
を
目
指

す
水
産
環
境
整
備
の
推
進

一
、
水
産
業
・
漁
村
の
多
面

的
機
能
発
揮
活
動
や
産
地
水

産
業
の
強
化
に
対
す
る
支
援

に
よ
る
水
産
業
・
漁
村
の
活

性
化
の
推
進
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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征

士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
水
産

基
盤
整
備
事
業
予
算
の
確
保

と
漁
港
漁
場
漁
村
整
備
の
促

進
に
関
す
る
緊
急
特
別
決
議

を
と
り
ま
と
め
、
１１
月
２８
日
、

香
川
俊
介
局
長
を
始
め
主
計

局
幹
部
に
対
し
て
予
算
の
確

保
と
関
係
施
策
の
実
現
を
強

く
申
し
入
れ
た
。

こ
れ
は
、
去
る
１１
月
１９
日

に
開
催
さ
れ
た
議
員
連
盟
の

臨
時
総
会
に
お
い
て
、
「
来

年
度
の
予
算
は
大
変
厳
し
い

も
の
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
議
連
と
し
て
は
我
が

国
水
産
業
を
支
え
る
各
地
域

が
よ
り
一
層
活
性
化
す
る
よ

う
支
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
議
連
と
し
て
決
議
を
し

て
、
財
務
省
に
要
請
す
る
」

と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
緊
急
特
別
決
議
で
は
、
�

国
土
強
靱
化
に
資
す
る
た
め

の
全
国
の
漁
港
、
漁
村
の
防

災
・
減
災
対
策
、
長
寿
命
化

対
策
の
推
進
�
国
産
水
産
物

の
輸
出
拡
大
も
視
野
に
入
れ

た
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
対

策
の
推
進
�
水
産
資
源
の
回

復
と
豊
か
な
生
態
系
を
目
指

す
水
産
環
境
整
備
の
推
進
�

水
産
業
・
漁
村
の
多
面
的
機

能
発
揮
活
動
に
対
す
る
支
援

や
産
地
水
産
業
の
強
化
に
よ

る
水
産
業
・
漁
村
の
活
性
化

の
推
進
―
の
４
つ
の
施
策
を

実
施
す
る
た
め
に
要
求
額
を

満
額
確
保
す
べ
き
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

申
し
入
れ
に
は
１３
名
の
国

会
議
員
が
参
加
し
、
漁
業
者

の
高
齢
化
に
対
す
る
施
設
の

対
応
、
施
設
の
老
朽
化
対
策

や
津
波
対
策
、
担
い
手
の
確

保
、
漁
村
活
性
化
の
た
め
の

ソ
フ
ト
対
策
な
ど
に
つ
い
て

訴
え
た
。

申
し
入
れ
に
参
加
し
た
国

会
議
員
は
衛
藤
征
士
郎
会
長

ほ
か
次
の
通
り
。
（
順
不
同
、

敬
称
略
）

［
衆
議
院
］

大
野
敬
太
郎
、
金
田
勝
利
、

川
田
隆
、
北
村
誠
吾
、
佐
々

木
紀
、
瀬
戸
隆
一
、
林
田
彪
、

宮
路
和
明
、
山
本
公
一

［
参
議
院
］

青
木
一
彦
、
北
村
経
夫
、
堂

故
茂

「
第
１２
回
全
国
漁
港
漁
場

整
備
技
術
研
究
発
表
会
」（
主

催‥

水
産
庁
、
愛
知
県
、（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
）

が
、
愛
知
県
名
古
屋
市
「
ウ

ィ
ル
あ
い
ち
」で
１１
月
２１
日
、

２２
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ

た
。

こ
の
発
表
会
は
、
昭
和
３１

年
か
ら
平
成
１３
年
ま
で
「
全

国
漁
港
建
設
技
術
研
究
発
表

会
」
と
し
て
４６
回
開
催
さ
れ

た
が
、
平
成
１４
年
か
ら
漁
場

整
備
に
関
す
る
技
術
を
加

え
、
漁
港
と
漁
場
を
一
体
的

に
取
り
扱
う
発
表
会
と
し
て

名
称
も
改
め
ら
れ
、
本
年
で

１２
回
目
、
昭
和
３１
年
か
ら
は

通
算
５８
回
目
の
発
表
会
と
な

る
。全
国
の
漁
港
漁
場
整
備
に

か
か
る
新
し
い
研
究
成
果
や

先
進
事
例
を
紹
介
し
、
漁
港

漁
場
整
備
の
技
術
の
向
上
、

普
及
を
目
的
と
し
て
お
り
、

今
年
度
は
全
国
の
漁
港
漁
場

関
係
技
術
者
約
二
百
二
十
名

が
参
加
し
た
。

１
日
目
の
発
表
会
は
、
午

前
９
時
３０
分
か
ら
宇
賀
神
義

宣
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

長
、
中
野
幹
也
愛
知
県
農
林

水
産
部
長
、
田
中
潤
兒
（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
長

が
主
催
者
挨
拶
を
行
い
、
続

い
て
午
前
の
部
の
一
般
発
表

と
し
て
、
追
直
漁
港
沖
合
人

工
島
の
利
用
、
遊
水
室
式
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
構
造
防
波
堤
、
津

波
避
難
誘
導
デ
ッ
キ
計
画
・

設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
策
定
、
漁
港
の

機
能
保
全
計
画
の

策
定
、
沖
縄
県
下

の
漁
業
地
域
に
お

け
る
防
災
・
減
災

計
画
の
策
定
、
防

波
堤
と
防
潮
堤
に

よ
る
多
重
防
護
に

つ
い
て
、
６
題
の

発
表
が
行
わ
れ

た
。午
後
の
部
は
、
鈴
木
輝
明

名
城
大
学
大
学
院
総
合
学
術

研
究
科
特
任
教
授
の
「
三
河

湾
修
復
の
実
現
に
向
け
て
」

と
題
し
た
基
調
講
演
に
引
き

続
き
、
複
数
県
連
携
に
よ
る

水
産
環
境
整
備
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
策
定
と
課
題
、
北
海

道
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２１
の
改

訂
、
青
森
県
に
お
け
る
水
産

環
境
整
備
事
業
に
よ
る
藻
場

造
成
の
取
組
、
ア
サ
リ
の
生

活
史
を
考
慮
し
た
資
源
回
復

モ
デ
ル
の
開
発
と
実
証
の
取

組
、
貝
殻
を
活
用
し
た
セ
メ

ン
ト
固
化
体
の
特
性
と
藻
礁

へ
の
実
用
化
に
向
け
た
検

討
、
災
害
復
旧
工
事
に
お
け

る
効
率
的
な
施
工
法
、
「
豊

穣
の
海
」
三
河
湾
に
お
け
る

「
場
」
の
保
全
と
修
復
に
つ

い
て
、
７
題
の
一
般
発
表
が

行
わ
れ
た
。

２
日
目
は
現
地
視
察
を
行

い
、
午
前
８
時
２０
分
に
愛
知

県
庁
西
庁
舎
南
側
に
集
合
し

バ
ス
４
台
に
分
乗
し
て
、
西

尾
市
に
あ
る
一
色
漁
港
に
て

高
度
衛
生
管
理
型
水
産
物
荷

捌
き
施
設
、
佐
久
島
渡
船
場
、

一
色
さ
か
な
ひ
ろ
ば
の
視
察

を
行
っ
た
。

来
年
度
は
、
沖
縄
県
で
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
は
大

日
本
水
産
会
と
共
催

で
４
日
、
漁
船
の
燃

油
使
用
量
に
応
じ
た

助
成
措
置
を
今
年
度

の
補
正
予
算
に
盛
り

込
む
こ
と
を
求
め
る

漁
業
代
表
者
緊
急
要

請
集
会
を
東
京
・
永

田
町
の
自
民
党
本
部

内
で
開
い
た
。
漁
業

者
や
国
会
議
員
ら
約
２
５
０

人
が
参
加
し
た
。

岸
宏
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
会
長
は

「
水
産
物
の
消
費
減
退
で
魚

価
安
が
続
く
中
、
政
府
の
円

安
政
策
の
進
行
で
燃
油
が
高

騰
し
漁
業
者
の
収
入
は
大
き

く
落
ち
込
ん
で
い
る
」
と
現

状
を
説
明
し
、
「
漁
業
の
存

続
の
た
め
漁
業
経
営
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
者
を
対

象
に
、
燃
油
使
用
量
に
応
じ

た
支
援
を
行
う
緊
急
対
策
を

補
正
予
算
で
確
立
し
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た
。

こ
れ
を
受
け
、
自
民
党
の

大
島
理
森
衆
院
議
員
（
水
産

政
策
推
進
議
員
協
議
会
会

長
）
は
「
緊
急
対
策
が
必
要

な
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。

い
よ
い
よ
補
正
予
算
編
成
の

詰
め
の
段
階
に
入
っ
た
。
こ

こ
に
参
集
し
た
議
員
が
ス
ク

ラ
ム
を
組
み
予
算
措
置
に
向

け
て
全
力
を
尽
く
す
」
と
約

束
し
た
。

こ
の
後
、
一
行
は
農
林
水

産
省
の
吉
川
貴
盛
副
大
臣
を

訪
ね
、
同
様
の
要
望
を
行
っ

た
。

全
国
水
産
都
市
三
団
体
連

絡
協
議
会
（
会
長
・
浅
野
亨

特
定
第
三
種
漁
港
都
市
等
・

全
国
主
要
水
産
都
市
商
工
会

議
所
連
絡
協
議
会
会
長
（
石

巻
商
工
会
議
所
会
頭
）
）
の

平
成
２５
年
度
定
期
総
会
が
、

１１
月
２２
日
午
後
１
時
３０
分
か

ら
東
京
都
内
の
東
京
商
工
会

議
所
で
開
催
さ
れ
、
三
団
体

を
構
成
す
る
特
定
第
三
種
漁

港
市
長
協
議
会
、
特
定
第
三

種
漁
港
都
市
等
・
全
国
主
要

水
産
都
市
商
工
会
議
所
連
絡

協
議
会
及
び
全
国
市
議
会
議

長
会
特
定
第
三
種
漁
港
協
議

会
の
関
係
者
ら
４０
余
名
が
出

席
し
た
。

冒
頭
、
浅
野
会
長
が
「
当

協
議
会
は
特
三
漁
港
等
を
有

す
る
水
産
都
市
の
市
長
・
議

長
・
商
工
会
議
所
会
頭
の
集

ま
り
で
あ
り
、
今
後
と
も
三

団
体
の
ス
ク
ラ
ム
で
力
を
発

揮
し
て
い
き
た
い
。
」
と
挨

拶
を
行
っ
た
。

続
い
て
宇
賀
神
義
宣
水
産

庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長
が
本

川
一
善
水
産
庁
長
官
の
祝
辞

を
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

水
産
庁
と
し
て
は
水
産
基
本

計
画
と
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
に
基
づ
き
、
攻
め
の
農

林
水
産
業
を
掲
げ
、
水
産
基

盤
整
備
事
業
を
進
め
て
い

く
。
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
」
と
代
読
し
た
。

来
賓
紹
介
の
後
、
浅
野
会

長
を
議
長
に
議
事
に
入
り
、

平
成
２５
年
度
の
役
員
選
任
結

果
の
報
告
及
び
２４
年
度
事
業

報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
２４

年
度
歳
入
歳
出
決
算
、
２５
年

度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
２５

年
度
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
全

て
原
案
通
り
承
認
、
決
定
さ

れ
た
。
引
き
続
き
、
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画
課
の
中
村

隆
課
長
補
佐
に
よ
る
「
特
定

第
三
種
漁
港
の
現
状
及
び
取

組
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講

演
が
あ
り
、
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
の
概
要
、
平
成
２６

年
度
予
算
要
求
の
概
要
、
高

度
衛
生
管
理
対
策
、
防
災
・

減
災
対
策
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
具
体
的
に
事
業
の
進

ん
で
い
る
特
三
漁
港
の
衛
生

管
理
対
策
の
対
応
状
況
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

質
疑
の
際
に
、
塩
竃
市
の

佐
藤
昭
市
長
か
ら
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
九
六
〇
日
余
が

経
過
し
た
が
、
全
国
の
本
協

議
会
関
係
者
か
ら
温
か
い
支

援
を
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
す

る
と
の
お
礼
の
言
葉
が
あ
っ

た
。
最
後
に
本
協
議
会
の
副

会
長
で
、
次
期
会
長
予
定
の

全
国
市
議
会
議
長
会
特
定
第

三
種
漁
港
協
議
会
の
関
谷
博

会
長
（
下
関
市
議
会
議
長
）

の
挨
拶
で
閉
会
し
た
。
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漁港は
魚の保育園

全
国
水
産
都
市
三
団
体
連
絡
協
議
会
が
定
期
総
会
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財
務
省
、農
水
省
、国
交
省
等
に
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全
国
漁
港
漁
場
大
会
決
議
の
要
請
行
動

要請するＪＦ全漁連の岸会長

ＪＦ全漁連
大日本水産会

燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃
油油油油油油油油油油油油油
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策策策策策策策策策策策策策
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民民民民民民民民民民民民民
党党党党党党党党党党党党党
ににににににににににににに
要要要要要要要要要要要要要
請請請請請請請請請請請請請

麻生財務大臣（中央）に要請

補
正
で
使
用
量
に
応
じ
た
助
成
措
置
を

小里農水大臣政務官（中央）に要請

漁 港 漁 場 月 報

一色漁港を視察した

予予算算確確保保でで財財務務省省主主計計局局長長ららにに申申しし入入れれ
漁港漁場漁村整備促進議連

香川主計局長（左から６人目）らに
申し入れした

第
１２
回
全
国
漁
港
漁
場

整
備
技
術
研
究
発
表
会

愛
知
で
開
催

�
� ��

�

平成２６年度
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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征

士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
、
１１

月
１９
日
正
午
か
ら
自
民
党
本

部
リ
バ
テ
ィ
４
号
室
に
お
い

て
４７
名
の
国
会
議
員
が
出
席

し
て
臨
時
総
会
を
開
催
し
、

平
成
２６
年
度
水
産
基
盤
整
備

事
業
関
係
予
算
概
算
要
求
等

に
つ
い
て
、
水
産
庁
（
本
川

一
善
長
官
、
宇
賀
神
義
宣
漁

港
漁
場
整
備
部
長
ら
）
及
び

関
係
団
体
を
招
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

同
議
連
幹
事
長

の
北
村
誠
吾
衆
議

院
議
員
の
司
会
で

会
議
が
進
め
ら

れ
、
は
じ
め
に
衛

藤
征
士
郎
会
長
が

「
我
が
国
の
水
産

業
、
漁
村
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
資

源
状
況
の
悪
化
、

燃
油
価
格
の
高
止

ま
り
、
魚
価
の
低

迷
等
に
よ
り
益
々
厳
し
い
状

況
が
継
続
し
て
い
る
。
他
方
、

世
界
的
な
水
産
物
需
要
が
逼

迫
す
る
中
で
、
国
産
水
産
物

の
需
要
を
喚
起
し
、
国
民
に

安
全
安
心
な
水
産
物
を
安
定

的
に
供
給
す
る
こ
と
が
我
々

の
使
命
で
あ
り
課
題
。
こ
の

た
め
に
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
水
産
業
の
再
生
と
と

も
に
、
近
い
将
来
南
海
ト
ラ

フ
等
の
巨
大
地
震
・
津
波
が

懸
念
さ
れ
る
な
か
で
、
自
然

災
害
に
負
け
な
い
漁
港
・
漁

村
づ
く
り
や
、
水
産
物
の
効

率
的
生
産
・
流
通
を
支
え
る

た
め
漁
場
の
整
備
や
水
域
環

境
の
保
全
、
漁
港
、
市
場
の

効
率
化
や
衛
生
管
理
対
策
の

強
化
等
を
積
極
的
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
本
日
は
、
水

産
基
盤
整
備
に
関
わ
る
平
成

２６
年
度
予
算
の
概
算
要
求
の

状
況
等
に
つ
い
て
、
水
産
庁

か
ら
説
明
頂
い
た
後
各
位
の

議
論
を
賜
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
議
連
と
し
て
の

決
議
を
行
い
、
財
務
大
臣
、

主
計
局
長
、
主
計
官
、
主
査

等
に
対
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒

に
要
請
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
。
来
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
既
に
マ
ス
コ
ミ
等
を

通
じ
て
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り

だ
が
、
私
た
ち
議
連
と
し
て

は
、
我
が
国
水
産
業
を
支
え

る
各
地
域
が
よ
り
一
層
活
性

化
す
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
よ

く
連
携
し
て
、
来
年
度
予
算

の
確
保
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
本
川
水
産
庁
長
官

が
、
水
産
行
政
の
推
進
に
当

た
り
本
議
連
の
先
生
方
に
日

頃
か
ら
ご
支
援
等
を
頂
い
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
後
、
宇
賀
神

漁
港
漁
場
整
備
部
長
が
平
成

２６
年
度
水
産
基
盤
整
備
概
算

要
求
の
検
討
状
況
等
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で

は
、
出
席
し
た
議
員
か
ら
、

「
地
元
の
漁
港
が
老
朽
化
で

傷
ん
で
お
り
、
補
正
予
算
及

び
２６
年
度
当
初
予
算
を
し
っ

か
り
確
保
し
、
ソ
フ
ト
対
策

と
一
体
と
な
っ
た
政
策
運
営

を
進
め
て
欲
し
い
」、
「
東
日

本
大
震
災
の
経
験
か
ら
漁
港

施
設
が
津
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
一
定
程
度
減
殺
す
る
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
教

訓
を
南
海
ト
ラ
フ
等
の
巨
大

地
震
・
津
波
の
対
策
に
生
か

す
べ
き
だ
。
ま
た
、
漁
港
高

度
衛
生
対
策
は
、
ハ
ー
ド
面

の
対
策
だ
け
で
な
く
、
消
費

者
サ
イ
ド
か
ら
見
た
川
上
か

ら
川
下
ま
で
衛
生
管
理
さ
れ

た
ソ
フ
ト
対
策
が
必
要
」
、

「
マ
グ
ロ
等
水
産
資
源
の
減

少
を
懸
念
。
国
が
前
面
に
出

て
対
策
を
講
じ
て
欲
し
い
」、

「
避
難
路
の
整
備
は
、
漁
港

区
域
外
で
も
可
能
と
の
説
明

で
一
安
心
。
今
後
と
も
防
災

関
連
事
業
は
制
約
な
く
実
施

出
来
る
よ
う
に
願
い
た
い
」、

「
里
山
利
用
の
観
点
か
ら
間

伐
材
を
活
用
し
た
漁
場
整
備

を
進
め
ら
れ
た
い
」、
「
漁
港

整
備
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え

て
十
分
な
予
算
確
保
に
取
り

組
ん
で
欲
し
い
」、
「
海
外
に

輸
出
し
た
い
漁
業
者
は
沢
山

い
る
の
で
、
外
国
の
衛
生
基

準
に
対
応
し
た
漁
港
整
備
を

加
速
化
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、

海
外
の
市
場
開
拓
費
用
の
支

援
を
願
い
た
い
。
」
等
が
あ

り
、
衛
藤
会
長
か
ら
も
、「
水

産
物
の
消
費
拡
大
に
つ
い
て

は
、
学
校
給
食
は
全
体
で
４

４
０
０
億
円
の
市
場
が
あ
る

が
、
魚
介
類
の
シ
ェ
ア
ー
は

８
％
（
３
４
５
億
円
）
に
留

ま
っ
て
お
り
、
戦
略
目
標
を

持
っ
て
１０
％
に
拡
大
す
べ

く
、
市
町
村
長
な
ど
に
働
き

か
け
る
こ
と
が
重
要
。
ま
た
、

輸
入
水
産
物
の
比
率
が
４０
％

と
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い

て
も
、
国
産
水
産
物
の
消
費

拡
大
に
つ
い
て
子
育
て
世
代

に
対
し
戦
略
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
」
等
の
意
見
や
質

問
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
司
会
の
北
村
議
員

が
「
水
産
基
盤
整
備
事
業
関

係
予
算
は
大
変
厳
し
い
も
の

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
議
連
と
し
て
は
我
が
国

水
産
業
及
び
水
産
業
を
支
え

る
地
域
が
活
性
化
す
る
よ
う

支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

つ
い
て
は
議
連
と
し
て
決
議

を
し
て
財
務
省
、
農
林
水
産

省
に
要
請
し
た
い
」と
し
て
、

「
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
整

備
促
進
に
関
す
る
緊
急
特
別

決
議
（
案
）
」
を
提
案
し
て

了
承
さ
れ
閉
会
し
た
。

出
席
の
国
会
議
員
は
、
次

の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
衆
議
院
議
員
】

衛
藤
征
士
郎
、
青
山
周
平
、

井
林
辰
憲
、
井
上
貴
博
、
岩

田
和
親
、
上
杉
光
弘
、
大
島

理
森
、
加
藤
寛
治
、
金
子
恭

之
、
金
田
勝
年
、
上
川
陽
子
、

亀
岡
偉
民
、
川
田

隆
、
神

田
憲
次
、
木
村
太
郎
、
岸

信
夫
、
北
村
茂
男
、
北
村
誠

吾
、
小
林
史
明
、
古
賀

篤
、

斎
藤
洋
明
、
坂
本
剛
二
、
清

水
誠
一
、
鈴
木
俊
一
、
瀬
戸

隆
一
、
竹
下
亘
、
武
井
俊
輔
、

津
島

淳
、
冨
樫
博
之
、
中

村
裕
之
、
長
島
忠
美
、
林
田

彪
、
藤
井
比
早
之
、
藤
丸

敏
、
三
原
朝
彦
、
宮
澤
博

行
、
山
本
公
一

【
参
議
院
】

青
木
一
彦
、
礒
崎
陽
輔
、
金

子
原
二
郎
、
島
田
三
郎
、
塚

田
一
郎
、
堂
故

茂
、
馬
場

成
志
、
舞
立
昇
治
、
山
田
修

路
、
吉
川
ゆ
う
み

代
理
出
席
は
３４
名
。

全
国
漁
港
海
岸
防
災
協

会
、
全
国
農
地
海
岸
保
全
協

会
、
港
湾
海
岸
防
災
協
議
会

及
び
�
全
国
海
岸
協
会
の
４

団
体
で
構
成
す
る
全
国
海
岸

事
業
促
進
連
合
協
議
会
（
会

長
・
磯
部
雅
彦
高
知
工
科
大

学
・
副
学
長
）
は
、
農
林
水

産
省
、
国
土
交
通
省
後
援
の

も
と
、
全
国
か
ら
海
岸
関
係

者
な
ど
３
０
０
名
を
超
え
る

参
加
を
得
て
、
１１
月
２９
日
午

後
東
京
都
内
の
明
治
安
田
生

命
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
１７
回

海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ま
ず

主
催
者
を
代
表
し
て
磯
部
会

長
が
¬
戦
後
我
が
国
は
、
た

び
重
な
る
高
潮
、
津
波
等
の

自
然
災
害
を
受
け
て
防
波
堤

・
防
潮
堤
等
の
防
災
施
設
を

設
置
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら

の
海
岸
保
全
施
設
は
設
置
後

５０
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
等

の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
１
１
年
に
経

験
し
た
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
て
、
海
岸
保
全

施
設
の
あ
り
方
や
施
設
の
構

造
の
レ
ベ
ル
等
に
つ
い
て
、

早
急
に
検
討
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
補
修
或
い
は

更
新
し
な
が
ら
ど
の
レ
ベ
ル

の
維
持
管
理
を
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
と
、
時
代
の
要

請
に
あ
っ
た
も
の
に
改
善
・

改
良
し
て
い
く
こ
と
が
同
時

に
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

今
日
は
「
海
岸
保
全
施
設

の
維
持
管
理
に
望
む
こ
と
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
基
調
講
演

に
続
き
、
「
海
岸
保
全
施
設

の
維
持
管
理
と
今
後
の
あ
り

方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
パ
ネ

ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し

て
い
た
だ
く
が
、
維
持
管
理

と
い
う
言
葉
は
、
現
状
維
持

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

が
、
改
良
し
な
が
ら
如
何
に

維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
有

意
義
な
も
の
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
の
海
岸
保
全
施
設
事
業

に
資
す
る
も
の
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
基
調
講
演
に
移

り
、
北
海
道
大
学
大
学
院
・

教
授
の
山
本
修
司
氏
が
、「
海

岸
保
全
施
設
の
維
持
管
理
に

望
む
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
海
岸
保
全
施
設
は
、
安
全

・
安
心
な
社
会
の
実
現
の
た

め
に
は
非
常
に
重
要
な
施
設

で
あ
り
、
的
確
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
求
め
ら
れ
る
。
技
術

と
制
度
の
両
輪
か
ら
適
切
に

施
設
の
維
持
管
理
の
枠
組
み

が
構
築
さ
れ
、
実
行
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
施
設

だ
け
で
は
津
波
被
害
の
リ
ス

ク
を
軽
減
す
る
が
、
解
消
は

難
し
い
」
と
講
演
。

基
調
講
演
に
続
き
「
海
岸

保
全
施
設
の
維
持
管
理
手
法

・
技
術
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
（
一

財
）
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
業
務
執
行
理
事
の
山
本
修

司
氏
を
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー

に
、
内
藤
英
春
海
洋
・
港
湾

構
造
物
維
持
管
理
士
会
会

長
、
加
藤
絵
万
�
港
湾
空
港

技
術
研
究
所
Ｌ
Ｃ
Ｍ
支
援
セ

ン
タ
ー
上
席
研
究
官
、
小
林

英
樹
東
京
都
港
湾
事
務
所
高

潮
セ
ン
タ
ー
所
長
、
守
屋
正

平
国
交
省
港
湾
局
海
岸
・
防

災
課
長
の
４
人
を
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
活
発
な
パ
ネ
ル
デ

イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。最
後
に
、
山
本
コ
ー
デ
イ

ネ
ー
タ
ー
が
、
「
先
ず
第
一

に
現
状
の
把
握
、
そ
し
て
劣

化
の
状
況
を
予
測
し
、
予
防

を
含
め
た
適
切
な
時
期
の
修

繕
・
補
修
が
大
事
。
そ
の
際
、

横
田
先
生
が
紹
介
し
た
「
劣

化
曲
線
」
と
「
破
壊
確
率
」

を
組
み
合
わ
せ
た
手
法
も
、

こ
れ
か
ら
整
理
、
確
立
さ
れ

れ
ば
良
い
と
思
う
。

加
藤
さ
ん
と
内
藤
さ
ん
か

ら
話
が
あ
っ
た
、
如
何
に
簡

便
で
理
解
し
や
す
い
点
検
手

法
を
確
立
す
る
こ
と
が
必

要
。
そ
の
よ
う
に
し
て
得
ら

れ
て
デ
ー
タ
を
易
し
く
評
価

で
き
る
「
評
価
基
準
」
が
、

維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
で
担
当

者
の
便
益
が
向
上
す
る
。
な

お
、
ど
の
程
度
の
管
理
水
準

に
す
る
か
、
点
検
の
優
先
順

位
を
何
処
に
置
く
か
な
ど
の

明
確
な
指
針
が
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
中
に
示
す
こ
と
が
有
益
で

あ
る
。
最
後
に
話
題
が
出
た
各
地

域
で
の
「
産
官
学
」
プ
ラ
ス

地
域
の
人
々
の
連
携
も
新
し

い
海
岸
管
理
の
あ
り
方
で
は

な
い
か
」
と
取
り
ま
と
め
、

閉
会
し
た
。

な
お
、
今
年
度
に
点
検
方

法
の
改
善
や
長
寿
命
化
計
画

の
策
定
に
係
る
検
討
を
行

い
、
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の
海
岸

保
全
施
設
維
持
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
（
平
成
２０
年
２
月
農

林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
）

を
改
訂
し
、
海
岸
管
理
者
に

よ
る
海
岸
保
全
施
設
の
適
切

な
維
持
管
理
を
促
進
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨
は
後

日
刊
行
の
予
定
）

（
一
社
）岩
手
県
漁
港
漁
村

協
会
（
会
長‥

鈴
木
俊
一
衆

議
院
議
員
）
は
、
１１
月
の
１１

日
、
１８
日
と
２５
日
の
三
日
間
、

「
漁
港
検
診
」を
実
施
し
た
。

こ
の
漁
港
検
診
は
、
鈴
木

会
長
が
県
下
の
漁
港
、
漁
場

及
び
漁
村
整
備
を
行
っ
て
い

る
現
地
を
訪
問
し
、
市
町
村

長
、
漁
協
組
合
長
及
び
地
区

関
係
者
な
ど
多
く
の
関
係
者

の
参
加
の
下
で
、
県
、
市
町

村
の
担
当
官
か
ら
の
事
業
内

容
、
課
題
等
の
説
明
の
後
、

意
見
交
換
、
要
請
の
聴
取
等

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

今
年
度
の
検
診
は
、
平
成

２３
年
３
月
１１
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
災
害

復
旧
状
況
調
査
と
し
て
、
三

日
間
に
分
け
て
１２
市
町
村
の

１６
の
漁
港
に
つ
い
て
実
施
し

た
。現
地
に
お
い
て
は
、
大
津

波
に
よ
る
被
災
か
ら
の
災
害

復
旧
事
業
の
状
況
及
び
今
後

の
復
旧
・
復
興
対
策
の
見
通

し
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。
今
年
は

寒
い
日
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
地
元
漁
業
者
を
始
め

多
く
の
関
係
者
が
参
集
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
お
い

て
鈴
木
会
長
か
ら
、
復
旧
状

況
に
つ
い
て
の
感
想
と
と
も

に
、
沿
岸
地
域
の
再
興
に
は

先
ず
生
産
基
盤
等
の
復
旧
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
こ
れ
か
ら
は
生
活
の
再

建
を
図
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
沿
岸

域
に
お
い
て
重
要
な
産
業
で

あ
る
水
産
業
の
再
生
が
不
可

欠
で
あ
る
。
協
会
と
し
て
も

一
日
も
早
い
復
興
・
再
生
に

向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
の
で
理
解
と
協
力
を
お
願

い
す
る
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

検
診
に
は
、
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
の
田
中
潤

兒
会
長
も
参
加
し
た
。

１１
月
１
日
（
金
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
田

中
会
長
は
千
葉
県
へ
出
張

１１
月
６
日
（
水
）

高
知
県
漁
港
漁
場
協
会

事
務
局
長
山
本
貞
夫
氏

１１
月
７
日
（
木
）

青
森
県
漁
港
漁
場
協
会

業
務
執
行
理
事
宝
多
森
夫

氏
、
同
協
会
総
務
課
長
高

橋
猛
氏

１１
月
１３
日
（
水
）

愛
知
県
農
林
水
産
部
水

産
振
興
監
井
野
川
仲
男
氏

１１
月
１８
日
（
月
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
田

中
会
長
は
岩
手
県
へ
出
張

１１
月
１９
日
（
火
）

高
知
県
漁
港
漁
場
協
会

事
務
局
長
山
本
貞
夫
氏

１１
月
２０
日
（
水
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
田

中
会
長
、
福
田
業
務
課
長
、

金
刺
主
幹
は
愛
知
県
へ
出

張
１１
月
２２
日
（
金
）

鹿
児
島
県
漁
港
漁
場
協

会
書
記
山
元
好
子
氏

１１
月
２５
日
（
月
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
田

中
会
長
は
岩
手
県
へ
出
張

１１
月
２８
日
（
木
）

高
知
県
漁
港
漁
場
協
会

事
務
局
長
山
本
貞
夫
氏

１１
月
２９
日
（
金
）

岩
手
県
漁
港
漁
村
協
会

専
務
理
事
寺
島
久
明
氏
、

同
協
会
主
事
水
原
美
奈
子

氏

水
産
庁
で
は
、
平
成
２５
年

度
（
後
期
）
漁
港
漁
場
管
理

者
研
修

会

を

１

月

３０

日

（
木
）
、
３１
日
（
金
）
に
山

口
県
下
関
市
で
開
催
す
る
。

今
回
の
研
修
会
は
、
７
月

に
農
林
水
産
省
で
開
催
さ
れ

た
研
修
会
に
続
い
て
後
期
と

し
て
地
方
で
開
催
す
る
も
の

で
あ
り
、
受
講
対
象
者
は
、

全
国
の
行
政
担
当
者
（
都
道

府
県
、
市
町
村
）
で
あ
る
。

研
修
会
の
う
ち
、
漁
港
見

学
に
つ
い
て
は
当
協
会
主
催

で
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

１１
月
中
に
水
産
庁
計
画
課
管

理
班
よ
り
都
道
府
県
庁
あ
て

案
内
が
行
わ
れ
て
い
る
の

で
、
漁
港
見
学
も
含
め
た
研

修
会
へ
の
参
加
の
申
し
込
み

は
、
管
理
班
に
申
し
込
み
期

限
ま
で
に
行
っ
て
も
ら
い
た

い
。な
お
、
各
都
道
府
県
の
漁

港
漁
場
協
会
職
員
等
に
つ
い

て
は
、
受
講
者
数
に
余
裕
が

あ
る
場
合
の
み
受
け
付
け
る

こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
参

加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
水

産
庁
計
画
課
管
理
班
担
当
官

に
確
認
願
い
た
い
。

◆
第
１
日
（
講
義
）

場
所‥

山
口
県
下
関
市

時
間‥

午
前
１０
時
か
ら
（
予

定
）
内
容‥

漁
港
漁
場
管
理
担

当
者
に
よ
る
管
理
に
関
す
る

項
目
の
説
明

◆
第
２
日
（
漁
港
見
学
：
希

望
者
の
み
）

場
所‥

下
関
漁
港
（
本
港
及

び
南
風
泊
港
）、吉
見
漁
港

時
間‥

午
前
８
時
３０
分
～

午
後
１
時
（
予
定
）

代
金‥

二
千
五
百
円
（
バ

ス
借
り
上
げ
代
）

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
望
月
良
男
有
田
市
長
）

は
、
１１
月
８
日
（
金
）
和
歌

山
県
庁
南
別
館
「
災
害
対
策

本
部
室
」
に
お
い
て
、
２８
名

が
参
加
し
て
平
成
２５
年
度
漁

港
漁
場
関
係
市
町
・
漁
業
協

同
組
合
職
員
県
内
研
修
会
を

開
催
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
近
い
将

来
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
東

南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
て
、

人
命
や
財
産
を
守
る
た
め
の

防
災
・
減
災
を
目
的
と
し
て

開
催
し
た
。
当
日
は
、
午
後

１
時
３０
分
か
ら
、
東
照
久
和

歌
山
県
漁
港
整
備
室
長
の
挨

拶
に
続
き
講
演
が
行
わ
れ

た
。講
師
と
し
て
、
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
防
災
漁
村
課

か
ら
正
岡
克
洋
漁
村
企
画
係

長
、
和
歌
山
県
危
機
管
理
局

総
合
防
災
課
か
ら
山
崎
陽
史

主
査
、
河
端
貴
裕
副
主
査
を

迎
え
講
演
と
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、
出
席
者
は
熱
心
に
聴

講
し
て
い
た
。

演
題
と
講
師
は
次
の
通

り
。
〇
和
歌
山
県
防
災
セ
ン
タ
ー

見
学
、
説
明‥

和
歌
山
県

危
機
管
理
局
総
合
防
災
課

河
端
貴
裕
副
主
査

〇
和
歌
山
県
の
防
災
・
減
災

対
策
に
つ
い
て‥

和
歌
山

県
危
機
管
理
局
総
合
防
災
課

山
崎
陽
史
主
査

〇
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

漁
港
漁
場
の
被
害
状
況
と
現

在
の
状
況
に
つ
い
て‥

水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
防
災

漁
村
課

正
岡
克
洋
漁
村
企

画
係
長

開
催
案
内

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
員
連
盟
が
臨
時
総
会

����������	 
��

平
成
２５
年
度（
後
期
）
漁

港
漁
場
管
理
者
研
修
会

平
成
２６
年
度
概
算
要
求
等
を
協
議

臨時総会の様子

「「「「「「「「「「
漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁
港港港港港港港港港港
検検検検検検検検検検
診診診診診診診診診診
」」」」」」」」」」をををををををををを
実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施

岩
手
県
漁
港
漁
村
協
会

漁 港 漁 場 月 報

和歌山県漁

港漁場協会

平
成
２５
年
漁
港
漁
場
関
係
市
町
・
漁
業

協
同
組
合
職
員
県
内
研
修
会
を
開
催

海海岸岸シシンンポポジジウウムム開開催催

「「海海岸岸保保全全施施設設のの維維持持
管管理理のの今今後後ののあありり方方」」

第第１１７７回回

自
１１
月
１
日

漁漁

港港

往往

来来

至
１１
月
３０
日
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